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顔写真

社会性・個性の分子神経基盤とその起源

研究概要 アピールポイント

他者とのかかわりにおける行動パターン「社会性」は人により様々で

す。「社会性」は人々の身近な人間関係に影響を与え、健康的な生活

に深く関わります。私たちは「社会性」を生物学的に理解し、コント

ロールできるでしょうか？本研究室では、ヒトおよび霊長類動物を用

いた行動評価、生理心理学的指標や脳活動計測によって、視線感受性

や顔形態の個体差など「社会性」に関わる事象を多元的・客観的に評

価し、関連する脳内分子・脳構造・神経回路を探索しています。さら

にヒトと霊長類動物を比較することで、社会性の進化を脳機構から考

察し、ヒトの心の多様性や精神疾患の生物学的理解につなげたいと考

えています。

ヒトおよびヒト以外のヒトに近い動物（非ヒト霊長類）を対象に以下のよう

なプロジェクトを進めています。

💛視線感受性の生物学的基盤：

二者が対面中にお互いの視線を変化させる行動課題において、様々な生理学

的指標（心拍変動、皮膚電気反応、脳波、視線動態）の二者同時測定、個体

特性（質問紙、脳機能に関わる遺伝子多型）との関連を調べています。また

同様の課題を野生サルを対象に行い、ストレス指標や社会行動に関わる個体

特性との関連を調べています（京都大学の研究グループとの共同研究）。対

面コミュニケーションの個体差に係る脳機構および進化心理学的特性の解明

は、ヒト多様性の理解につながります。

💛社会的シグナルとしての顔形態：

顔を見るときの視線動態、マスク装着の影響、霊長類動物の顔形態の多様

性、などについて実験心理学的研究を行っています。顔形態の個体差を社会

特性をすばやく受容するための情報源として捉え、その受容スタイルの発達

や進化を明らかにすることは、円滑な対面コミュニケーションを実現する効

果的な介入につながります。

💛内受容感覚と共感性：

脳が内界（身体）から受け取る情報＝内受容感覚と向社会行動としての共感

性との関連について、行動・生理学的計測および質的分析方法を組み合わせ

た研究を行っています。身体と心のつながり、自己と社会とのつながりを支

える脳機構の解明は、わたしたちの「健康」と「幸福」につながります。

💛比較脳機能イメージング：

マカクサル、マーモセットなど霊長類動物の脳構造、脳機能画像データと社

会行動、および脳機能に関わる遺伝子多型との関連を調べています。ヒト以

外の動物とヒトの脳機能の比較によって「ヒトとはなにか」が見えてくるか

もしれません（理化学研究所、京都大学、その他の研究グループとの共同研

究）。
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